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『夜のくだもの屋』という資料を通して，

「心のあたたかさ」について考えました！ 

 
☆「あかり」の数は？ 

この物語には，いくつの「あかり」が出てくるのだろう？◆くだもの屋さんのお店の「あかり」。

◆毎日夜道を帰っていく少女を気遣って，店のあかりを消さずにいようと言い出した店のご主人

の心。◆この意見に賛成した奥さんの温かさ。◆毎日くだもの屋の前を通るときに，そっと感謝

する少女の思い。◆少女のお父さんの感謝の気持ち。他にもたくさんあるかもしれない。 

親切とは，相手に優しく思いやりのあることだと分かりました。今まで

したことは，買い物した物を家まで運んだり，ゴミを捨てに行ったりした

こと。お母さんにしてもらっていることは当たり前だと思っていたけど，

親切だということが分かりました。 

お母さんがご飯を作ってくれる。お小遣いをくれる。お父さんが旅行に

連れて行ってくれる。当たり前のようで当たり前じゃない優しさ。図書館

でバラバラに置いてある本を並び直している知らない人は，誰に何を言わ

れなくてもしていて親切だと思う。 

「あたたかい」とは，安心や優しさから生まれるものだと思います。自

分が知らないところでも親切にされていることが分かった。 

親切とは，自分が気付いていない所でしてもらっていることもあるとい

うことが分かった。また，自分が暮らす中で見えない親切はたくさんある

と思うので，色々なことに感謝したいと思った。 

『優しさ』という言葉であっても，自己満足の優しさもあり，優しさに

は種類があることを知りました。だから，私は自己満足のためではなく，

相手の気持ちを考えて相手を支えたいです。 

『中学生の道徳１ 自分を見つめる』

（出版：あかつき）P.89より引用 

この授業で，日々，優しさが溢れているんだなと思った。みんなに見え

ないところで優しくしている人がいるのではないかと思う。例えば，町を

綺麗にするボランティアは町に親切にしているようなものだと思う。人だ

けではなく，町とかにも親切にしていきたい。 
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